





























































































が訪問するようになるが、それぞれ I . ペトリン使節団（Посольство И. Петлина：1618年）、
F. I. バイコフ使節団（Посольство Ф. И. Байкова：1654 -1658年）、I. S. ペルフィリエフ使節
２　Отв. Ред. С.Л. Тихвинский. Русско-китайские отношения в XVIII веке: материалы и документы. Том 6. 












段階であって、この段階にはS.アブリン使節団（Посольство С. Аблина：1668-1672年）、I. 
M. ミロヴァノフ使節団（Посольство И. М. Милованова：1670年）、N. G. スパファリイ使





ヴィン使節団（Посольство Н. Г. Головина：1686 -1689年）、イズブラント・イデス使節団
（Посольство Избранта Идеса：1692 -1695年）、L. V. イズマイロフ使節団（1719-1721年）、














































РоссийскаядуховнаямиссиявКитае. Историческийочерк. ИздательствоБГПУ. 2013г. C. 5.
７　П.А.Лапин. Албазинцы и Русская община в Пекине （конец XVII - начало XX в.）. Восток. Афро-
азиатские общества: история и современность,  № 5, 2013, C. 54.
８　葉柏川『俄国来华使团研究（1618 -1807）』、283頁。
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３．西洋「中国ブーム」の導入
　18世紀のヨーロッパにとって、中国は理性的で法律並びに道徳制約があり、経済が繁
栄し、君主が徳才兼備する国であって、中国の伝統文化と芸術様式がヨーロッパで大いに
流行し、「中国ブーム」が形成されるようになった。18世紀のロシアは全面的に西洋化す
る時期であって、ピョートル１世は西洋の先進技術設備を輸入するところから政治と軍事
改革まで、徐々に西洋模式を利用して遅れたロシアを深く変えようとした。その一方で、
西洋の東洋および中国に対する認識を受け入れ、「中国ブーム」の風潮をロシアにもたら
したのである。ヨーロッパにおける啓蒙運動の勃興や、エカチェリーナ２世の開明専制の
主張により、ロシア人の中国に対する注目度が急速に高まった。ヨーロッパのキリスト教
宣教師たちによる漢学著作、訪中使節と商人が書いた旅行記、啓蒙思想家たちの著作がロ
シア語に大量に翻訳され、入り組んで複雑である中国情報がロシア社会に伝わったのであ
る。その一方で、ロシアの建築家たちはヨーロッパでの「中国ブーム」を斟酌し、その味
わいをサンクトペテルブルクの宮殿や園林の設計に取り込もうとしたのは、ロシアの上級
階層の中国の風情に対する好奇心の現れと言えよう。このように、18世紀のヨーロッパ
に流行っていた中国についての知識は、様々なルートや形態でロシアに浸透し、ロシア人
が中国文化と歴史を理解するための主な源となったのである９。
　
三、前近代のロシア人中国観の視点
　17世紀における中ロ両国間の初期接触の準備段階から、18世紀の西洋気風の促進に加
えて、ロシアでは中国に夢中になる風潮が起こった。ロシア人の中国に対する認識は、違
う段階に応じて違う側面が現れるが、器物方面での推賞から精神方面での褒貶、および帝
王個人の好みから知識層の品評まで至るのである。
１．器物方面の推賞
  ピョートル１世の執政前期は中ロの初期認識と交渉の段階に当たるが、中国に対する印
象は、主に６回にわたる使節団の活動によってもたらされたのである。初期使節団の中国
に対する認識は、基本的に客観的な叙述であって、中国の経済発展、軍事防御、風土や人
情、都市生活、外交礼儀についての紹介である。使節団が訪中する時間の長さや、言語能
力、および人事接触の数、中ロ文化の差異によって、初期ロシア人の中国認識は片面的で、
単純で、皮相的な部分さえあり、中国および中国文化の精神的な側面まで至ることができ
なかった。中国は豊かで、物産が豊富であって、ロシアと同じような君主専制国家である
ような認識に限られ、しかも中国とロシアの伝統の相違に注目していた。また、中国は傲
慢であり、儀礼と儀式を過度に重んじるとの認識だった。
９　閻国棟「18世纪俄国中国知识的欧洲来源」『国外社会科学』2011年第４期、63頁。
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　18世紀に「中国ブーム」が勃興してから、ロシア人の中国観は、器物方面の推賞から、
宮殿や上層社会による中国文化財、中国式建築や物の配置などへの関心が益々広まってい
た。首都のサンクトペテルブルクは、西洋に向かっている窓のような存在であって、都会
の建築様式は、ヨーロッパの古今の建築芸術を広く取り入れており、東洋の中国的要素も
溶け込んでいる。例えば、ネヴァ川の沿岸に聳え立つ中国石獅、レトニ・ドヴォレツ・ペ
トラ・ペルヴォヴォにある龍の噴水、宮殿内の搭載に設置されている「中国室」、中国風
の客間とあずまや、目がまぶしいほど多い中国花瓶、家具に飾られている中国の毛系刺繍、
食堂に飾ってある中国食器などがあった。ピョートル大帝の娘であったエリザヴェータは
中国から購買した屛風、漆雕の机、赤い灯篭、およびシルクを用いた宮殿の装飾、ひいて
は中国の植物まで移植して、ロシア初の国家植物園を建てたのである。このような盛況は
当時「エリザヴェータの中国格調」と呼ばれたのである。エカチェリーナ２世はレトレト
ニ・ドヴォレツ・ペトラ・ペルヴォヴォに中国式の青色のサロンを増添して、中国式の小
さい橋や楼台殿閣を再現したのである。1704年に初めて建てられたピョートル大帝の夏
の庭園にも、中国式の青色のサロンと中国室、中国式の橋が設置されていた。そのほかに
も、1762年から1768年までの間、オラニエンバウム（現在のロモノソフ）１つの「中国宮」
が建てられていた10。ピョートル１世の前までの中国イメージは相変わらず繁栄と富裕で
あって、中国に継続的に使節団や商人団を派遣することもあったが、ピョートル１世の統
治時代において、中国に対する認識は広範に広まることなく、たいてい物質の面に限られ
ていて、認識はまだ皮相的で、しかも幻想的な認識も存在していた。
２．精神文化の面での推賞と醜化の併存
　ロシアの中国に対する認識は、エカチェリーナ２世の執政の時に益々豊富に進化され、
中国イメージもさらに複雑になって、持続的に器物方面に対する推賞のほかにも、思想方
面に対する認識も徐々に形成されていた。エカチェリーナ２世は中国文化に心酔し、ヴォ
ルテールとの交流においでも、中国式の「開明君主」になりたいことを表明して、手紙に
よる交流の中にも、いつも中国に対する褒美の言葉を記していた。エカチェリーナ２世は、
積極的かつ理想的な中国イメージを作り上げ、ロシアにおける中国文化の伝播を促し、両
国関係の深まりを促進し、それに伴い、経済貿易関係も新たな水準に上昇したのである。
キリスト宣教師が書いた中国に関連する著作、およびロシア自身の出版事業の発展などに
より、ロシア人の中国観の深化を推進する重要な役割を果たしたのである。とは言え、18
世紀後期において、ロシアに対する中国イメージは両面性を表していた。一方は、政治の
清明を尊び、法律が完備し、賢哲政治を行っている中国のイメージであり、もう一方は、
中国の傲慢さと野蛮さを批判するイメージであった。この時、中国に対する極端な２つの
10　李明滨「中国文化在俄罗斯传播三百年（上篇）」『中国文化研究』1996年第３期、129 -132頁。
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認識の中には、主観的な政治的意図があって、このような重層的な中国観の中では、ロシ
アの中国に対する隠微な論理が含まれているが、19世紀ロシアの侵中的な意図も隠れて
いると考えられる。
　ロシアの知識階層のエリートたちは、主に理想的な中国観を持っていた。ヨーロッパの
啓蒙思想の影響のもとで、ロシアの作家であるガヴリーラ・ロマーノヴィチ・デルジャー
ヴィン、デニス・イヴァーノヴィチ・フォンヴィージン、アレクサンドル・ラジーシチェ
フらは詩歌、演劇、政治文章を発表して、中国の儒家思想と伝統道徳を紹介し、中国の帝
王統治の道を称賛することによって、自分たちの政治理念を主張していた。そのほかに
も、ロシアの知識人たちは、常に中国の開明的君主専制制度の積極的なイメージからロシ
アの社会的現実を諷刺していた。ここで注目したいところは、彼らはなお本国の政治的要
求から離脱できず、ロシアが中国に侵入した事実を無視して、黒竜江流域の占領を鼓吹し
た。モスクワ大学の創立者であるミハイル・ロモノーソフは即ちこのような観点を持って
いた。漢学者の精神的な側面が中国観を認識する主体となって、彼らが中国の歴史文化を
研究する学術性については疑いなく重要な意義を持っている。しかし、彼らは政治的目的
から、中国および中国君主に対して褒貶することは免れないことであった。例えば、雍正
帝の統御の術を称賛するとか、乾隆帝の功名心にとらわれるのを糾弾するとかである。
四、まとめ
　ロシア人の中国観の位置づけは、国家と社会発展の段階に相応するものである。17世
紀のロシアは絶えず東進して領土を拡大し、できるだけ世界の舞台から自分の居場所を獲
得することを求め、もっとも外延的な拡散に注意を払っていたものの、中国に対する認識
は皮相的で表面的なものに過ぎなかった。18世紀の西欧化改革は領土の拡張政策を継承
し、かつ更なる精神的側面の形成と向上に力を入れていた。器物方面の輸入のほかにも、
ロシア人の中国に対する認識は、さらに全面的となって、中国の文化の側面まで深入りす
るようになった。
　ロシア人の中国観の形成は、国家の主観的経済および政治的要求に応じた客観的結果で
あった。世界は海陸を疎通する時代になって、ロシアは豊かな東洋国家である中国と関係
を結ぶ重要性を認識し、領土の東進拡張とともに、中国の辺境に益々接近し、経済的要求
と辺境の紛争により、中国に対する重層的な認識が徐々に形成するようになった。
　ロシア人の中国観の変遷は、プラグマティズムによる内政外交政策の体現である。具体
的には、西欧化改革により「中国ブーム」がもたらされた後、大量の器物を輸入し、儒教
的寛容を提唱すること、法律の賢明な中国式開明専制を行うこと、農民起義の後に儒教の
「賢君順民」思想を持って民心を静めること、無宗教の中国も安定して強くなれるという
理由をもって正教団の勢力を弱めること、外交儀礼の争いから中国の政治的な陳腐さを苛
めること、中国皇帝の贅沢・傲慢さを貶すことなどが列挙される。以上のような評価は、
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中国情報の獲得を目的とした初期の接触段階に形成し、領土の拡張を国策とした後期の交
渉段階においても現れていたのである。
　ロシア人の中国観に対する正邪褒貶は、それ自身の中国語が通じないところの制限、お
よび訪中目的に影響されたのである。初期使節は中国を認識するための先行者であって、
彼らは使節、軍人と商人の多重な身分を持ちながらも、中国語ができなく、中国に対する
認識の多くは直感的な感覚であって、多くは深刻ではなく、ひいては事実から離れるもの
であった。後期の正教団は漢学者の揺籃であって、彼らは中国と中国分解に対して全面的
な研究を行い、目的性も強くなって、その後のロシアが黒竜江流域の正明と造勢、および
後期の中国侵略を準備するための条件となったのである。
　要するに、前近代におけるロシア人の中国観についての位置づけ、その形成や変遷およ
び正邪褒貶は、国家の短期的な経済貿易の目標と長期的な政治意図に影響されていたので
ある。ロシアの中国に対する認識が、ロシアの欧州立脚とアジア戦略を映り出しており、
他者のためと言いつつも、自分のために奉仕するような意図が現れており、初期の直接情
報を提供していたのも、後期の意図的に褒貶していたのも、すべてロシアの対中政策のた
めであって、その中にロシアの中国侵略の意図が秘められていて、それが未来の中ロ関係
に伏線を敷くようになったのである。
キーワード　前近代、ロシア人、中国観

